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５．結論・考察                           

 実際のＮＧＣ２１４５の回転速度は、資料を見つけることが出来なかった

ので実際の値とは比べることできなかったが、天の川銀河やアンドロメダ大

銀河が２００～３００ｋｍ/ｓで回転しているという事を考慮すると、この値

は少し低いのではないかと考えられる。この差は、対象とした銀河が我々に

対し垂直であると仮定している事が挙げられる。今回は時間の関係上できな 
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１．概要 
 ２０１７年１１月に行われた「かなた天文教室」で、研究テーマが３つあり、その中のひとつであっ

た「銀河の回転速度の測定」を選択した。観測対象はエッジオンで、スターバースト銀河の一つのＮＧ

Ｃ２１４５とした。 

２．研究装置 
 今回の研究に際し、東広島天文台かなた望遠鏡、撮像にはＨＯＷＰｏｌを使用した。 

３．研究方法 

  まず、分光器のスリットを観測対象の銀河ＮＧＣ２１４５のディスクに平行になるようにして、スペ

クトルを撮り（右下の図参照）その５つの領域でＨα輝線で分光観測をして、それぞれの領域で視線速

度を求めた。銀河は回転しているので、我々に向かってくる領域と離れていく領域が存在する筈である。

その視線速度の差を求め、回転速度を求めることとした。領域ごとの速度は下記の表にまとめた。 

・ドップラー効果  Δλ/λ＝ｖ/ｃ（Δλ：波長のずれ λ：実際の波長（６５６３Å） ｃ：光速 ｖ：

視線速度） 

・回転速度 Ｖ＝（Ｖａ－Ｖｂ）/２（Ｖ：銀河の回転速度 Ｖａ：速度の最高値 Ｖｂ：速度の最低値） 

 

 
 
 
 
 
 
 

表 

回転速度 １４５．１ｋｍ/ｓ 

かったが、今後は実際の傾斜角度を考慮しての計測や、銀河の回転の向き（吸い 

 込むように回転しているのか吐き出すように回転しているのか）を調べていきたい。 
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